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第２回 芳ノ元トンネル施工検討会 

議 事 概 要 （速 報） 

 

○日 時   平成２３年 ２月２３日（水） １３：００～１６：３０ 

○場 所   宮崎河川国道事務所 １階大会議室 

○出席者 

・委 員      横田委員長、瀬崎委員、真下委員、藤澤委員 

・オブザーバー 宮崎県、宮崎市、日南市 

・事務局      九州地方整備局 宮崎河川国道事務所 

○議 事 

  １．開 会 

 ２．ボーリング結果の確認 

３．議 事 

   ・地すべり調査の進捗状況 

   ・地すべり調査結果の中間報告 

   ・今後の調査について 

 ４．その他 

 ５．閉 会 

 

○審議結果 

事務局より、「調査の進捗状況」、「調査結果の中間報告」、「今後の調査」等について説

明し審議を行った。 

審議結果は下記のとおり。 

・ ボーリング調査は、１２月から調査を開始し、これまで予定している５７本のう

ち１９本を完了（最大深さ約１１０ｍ）。 

・ また、１９本のボーリング孔には、孔内傾斜計を設置し、地中の挙動を経過観測

している。 

・ これまでの調査結果から、地表から最大約９０ｍの深さ全域で地すべり面となる

可能性がある弱い破砕帯である砂岩頁岩混在層（乱雑層）が存在することが判明。 

・ 但し、これまで実施した調査による結果だけでは、どの深さが地すべり面となり

うるかを特定することは困難。 

・ よって、今後実施するボーリング調査及び孔内傾斜計による地中の挙動観測結果

等をもとに、判断すべきである。 
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芳ノ元トンネル施工検討会  委員・アドバイザー名簿 

 

委 員 

 

よこた ひろし 

◎横田 漠   宮崎大学 国際連携センター 地盤環境保全研究部門 特任教授 
 

 

瀬崎 満弘  宮崎大学 工学部 准教授 
 

 

真下 英人  独立行政法人土木研究所 道路技術研究グループ グループ長 
 

 

武士 俊也  独立行政法人土木研究所 地すべりチーム 上席研究員 

 
 

藤澤 和範  ＮＥＸＣＯ総研 道路研究部 土工研究室 砂防研究担当部長 
 

 

 

オブザーバー 

 

渡辺 学   宮崎県 県土整備部 高速道対策局長  
 

 

浜崎 和男  宮崎市 建設部長 
 

  野邊 泰弘  日南市 建設部長 

 

※◎印：委員長 

（敬称略） 

 

 

                                              以  上 



完了 実施中

ボーリング調査 ● ●

● 東九州道 芳ノ元トンネルの地すべり調査状況 

１．地すべりの可能性がある箇所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東九州道 芳ノ元トンネル Ｌ＝１，８９８ｍ 

既掘削区間 

Ｌ＝３２１．７ｍ 

至 清武ＪＣＴ 至 北郷ＩＣ 

地すべりの可能性のある箇所を抽出するために空中写真による地形判読と現地踏査を実施した結果、芳ノ元トンネル周辺に地すべり地形を有する箇所を１３箇所確認した。 

地表のひび割れ箇所 

道路のひび割れ箇所 
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地質調査完了 

地質調査実施中 

東九州道（清武～日南間）芳ノ元トンネル 第２回 施工検討会 

記者説明資料 

地すべり地形 

89670281
長方形



当初 ━　━　━

第１回　施工検討会後 ━　━　━

想定地すべり面

凡　　　例

凡例

表層土

砂岩頁岩互層 Nalt

砂岩頁岩混在層 Nmix

日南層群

地質区分

コアの状況 凡例

軟岩

破砕帯

２．ボーリング調査から推定される地質状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ１ブロックの地質断面図 

地すべり地形を有する１３箇所について、これまでボーリングを計１９本（最大深度：約１１０ｍ）実施した。そのうち、ボーリングが完了したＡ１ブロックの調査結果は、以下のとおりであ

った。 

・地表から最大９０ｍの深さ全域で、破砕された砂岩と頁岩を確認した。 

・Ｂｏｒ２１－１～Ｂｏｒ２２－１の深部は、比較的堅硬な砂岩と頁岩の互層を確認した。 

以上のことから、地表から最大９０ｍの深さ全域に、地すべり面となる可能性を有する弱い破砕帯である砂岩頁岩混在層（乱雑層）が存在すると考えられる。 

約６０ｍ 

約９０ｍ 



３．地質調査結果からの地すべり面の特定 

・想定すべり面（朱線）付近は、破砕された砂岩頁岩混在層が殆どを占める。地すべり面となる可 

能性がある弱い破砕帯が大半を占めることから、地質状況だけですべり面を特定できない。 

・従って、地質状況からの地すべり面は特定できず、地中挙動観測の結果をもとに地すべり面を特 

定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ボーリングコアの状況（Ｂｏｒ．２１－２） 

地すべりの模式図 

地すべり土塊 

破砕されていない安定した岩盤（不動層） 

地すべり面となる 

可能性がある弱い地層 

地すべり土塊 


